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経済のグローパノレ化の進展の中、かつてない~の厳しい閥抗
に直面している我が国経済が活力を取り戻すためには、同際
競争力を有する新規臨栄の:OIJ山が不可欠ですo特に、創造プJ
泣かな人材や確かな技術力 ・経営戦略を持つ企撲が、 地域の
ポテンシャノレを活川し、金問各地で新規事業鹿IJりを図ること
になれば、u本経折の構造改革は縦突に進み、新たな開境へ
の対応が可能となるでしょう。
地域における新規路業創出のためには、大学における研究
成呆の産業界への移転の促進が宜袈です。なぜなら、大学に
は我が国の研究リソースの多くが集中し、技術 ・経営革新を
生み出す大きな:f-テンシャルが存在するとともに、地域社会
活性化のrjJ核として地域の大学への期待が高まっているから
です。しかし、設が国ではこれまでその リソースが社会にお
いて十分に活用されてきたとは言い難いのが実状です。米関
ではスタンフォー ド大学等における研究成果のP1!撲界への移
転が 1980年代後半以降の米国経済全体の活力再生に大きく~
献したと官われています。
我が固においても、近時、 mz学に1与を加えたF在学:'iJ .iill挑の
、喪性について「経済構造の変革と創造のための行動計画フ庁
ローアップ〈平成9年12月間競決定)J等において指摘され、
政府としても、任期付任用制度の導入、~~業規制の緩和等大
学の人材活用面からの手当てや地峨コンソーシアム研究開発
制度の自IJ股等資金面での施策充実を図るとともに、大学等に
おける研究成果につ いて民間~J~披者への効附的な技術移転を
行う技術移転事染病・(TLO: Tcchnology Licensing OrganizaLi 
on)の支援のため、新規法主誌を今通常国会に提出していると
ころであります。特に中小企業は日本経済の服用の 7'，~IJ を占
め、かっ、新規産業UIJ出の担い手と期待されていますが、そ
の中の14%の企撲でしか研究開発が実施されていないとの閥
抗報告もあり、 中小企業が大学等の外部の笠宮な研究開発資
似を活用できる環境整備がとりわけ宙誕になっていますo
このような中で「和歌山地域経済研究機構」が、産学交流
のー!丹の光実により地域経済の活性化を図られようとされて
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いることは蹴に時官を得たものであり、その活動の成果が大
いに期待されます。闘の関連施策待の積極的ごf罰則により勢
いを納しつつある産学述携の動きが更に加速され、確かなも
のとなりますことを心より祈念致します。
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